
１
　
は
じ
め
に

　
今
回
の
報
告
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
平
成
二
十
一
年
度
　
エ
キ

ス
パ
ー
ト
研
修
」
に
お
い
て
研
究
し
、
ま
と
め
た
も
の
を
一
部
改
め
、
加
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
二
十
一
年
三
月
に
告
示
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
（
以
下
、
新
学
習
指
導

要
領
と
す
る
。）
で
は
、
国
語
科
に
お
い
て
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
教
育

の
充
実
が
重
点
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
、
古
典
教
育
の
重
要
性
が
改
め
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
「
教
育
基
本
法
」
第
二
条
第
五
項
の
「
伝
統
と
文
化

を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
し
」
と
い
う
精

神
を
現
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　
科
目
「
古
典
Ａ
」
で
は
、
そ
の
目
標
に
「
古
典
と
し
て
の
古
文
と
漢
文
、
古

典
に
関
連
す
る
文
章
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
古
典
に
親
し
む
態
度
を
育
て
る
」
と
あ
り
、

内
容
（
１
）
の
エ
で
は
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
つ
い
て
の
課
題
を
設
定
し
、

様
々
な
資
料
を
読
ん
で
探
求
し
て
、
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
新
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
に
お
い
て
も
、「
急
速
に
国
際
化
の
進
む
社
会

で
生
き
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
諸
外
国
の
伝
統
と
文
化
を
理
解
し
そ
れ
を
尊
重

す
る
た
め
に
も
、
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
自
覚
し
、
我
が
国
と
郷
土

を
愛
し
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。」
と
述
べ

ら
れ
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
継
承
と
創
造
の
担
い
手
と
な
る
資
質
の
育
成
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　「
古
典
Ａ
」
の
教
材
と
し
て
、
郷
土
の
文
学
作
品
を
扱
う
な
ら
ば
、
身
近
な
資

料
を
用
い
て
学
習
指
導
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
掲
げ
ら
れ
て
い
る

目
標
を
十
分
に
達
成
し
得
る
と
考
え
た
。
本
研
究
は
、
郷
土
に
ゆ
か
り
の
あ
る

古
典
作
品
を
教
材
化
し
、
郷
土
資
料
を
映
像
化
し
た
視
聴
覚
教
材
を
用
い
て
展

開
す
る
学
習
指
導
の
有
効
性
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
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２
　
研
究
の
概
要

２
．
１
　
研
究
の
目
的

　
郷
土
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
古
典
文
学
作
品
を
教
材
化
し
、
そ
の
指
導
を
通
し

て
、
生
徒
が
作
品
を
理
解
し
作
品
に
親
し
み
な
が
ら
、
自
ら
の
存
在
意
義
や
生

き
方
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
探
る
。

２
．
２
　
研
究
の
方
法

　
以
下
の
手
順
に
よ
り
、
研
究
を
す
す
め
る
。

①
　
郷
土
資
料
お
よ
び
郷
土
文
学
作
品
の
調
査

②
　
郷
土
資
料
お
よ
び
郷
土
文
学
作
品
に
関
す
る
文
献
目
録
の
作
成

③
　
郷
土
資
料
お
よ
び
郷
土
文
学
作
品
の
教
材
化

④
　
郷
土
資
料
お
よ
び
郷
土
文
学
作
品
の
教
材
を
用
い
た
検
証
授
業
実
施

⑤
　
検
証
授
業
の
分
析
・
考
察

３
　
郷
土
の
文
学
作
品
の
教
材
化
お
よ
び
検
証
授
業
案

３
．
１
　
教
材
化
の
視
点

　
教
材
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
継
承
の
活
動
が
学
校
教

育
の
現
場
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
か
と
い
う
視
点
か
ら
見
て
い
っ
た
。

　
福
山
の
地
に
は
膨
大
な
歴
史
的
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
多
く
の

郷
土
史
家
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
福
山
市
の
広
報
誌
に
も
郷
土
史
に
関
す
る
連

載
が
あ
り
、
市
民
が
参
加
で
き
る
歴
史
散
歩
や
文
学
散
歩
な
ど
の
企
画
が
随
時

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
域
の
活
動
の
中
で
、
菅
茶
山
に
関
連
す
る
も

の
が
特
に
目
を
ひ
い
た
。

　
菅
茶
山
は
儒
学
者
、
教
育
者
、
漢
詩
人
と
し
て
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
。
茶

山
は
神
辺
の
地
に
私
塾
、
黄
葉
夕
陽
村
舎
を
作
り
、
郷
土
の
子
弟
教
育
に
情
熱

を
注
い
だ
。
黄
葉
夕
陽
村
舎
は
後
に
郷
学
と
し
て
認
め
ら
れ
、
廉
塾
と
称
さ
れ
、

現
在
も
そ
の
た
た
ず
ま
い
は
国
の
史
跡
と
な
り
、
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

ま
た
、
茶
山
は
藩
の
儒
官
と
し
て
藩
校
弘
道
館
で
も
講
義
を
す
る
。
そ
し
て
、

藩
主
の
命
で
『
福
山
志
料
』
の
編
修
に
も
中
心
人
物
と
し
て
携
わ
っ
た
。

　
菅
茶
山
の
著
作
は
『
筆
の
す
さ
び
』
ほ
か
多
数
あ
る
が
、
最
も
著
名
に
し
て

当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
言
え
る
ほ
ど
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
、
現
代
に
ま
で

読
み
継
が
れ
て
い
る
も
の
は
、『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
で
あ
る
。
前
編
・
後
編
・

遺
稿
の
三
部
か
ら
な
り
、
採
録
さ
れ
て
い
る
詩
は
お
よ
そ
二
四
六
〇
首
で
あ
る
。

　
茶
山
の
詩
の
多
く
に
は
、
郷
土
の
暮
ら
し
や
身
近
な
自
然
の
景
物
に
対
す
る

慈
愛
に
溢
れ
た
思
い
が
比
較
的
易
し
い
漢
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
現

の
奥
に
は
茶
山
の
深
い
見
識
と
何
よ
り
も
お
お
ら
か
で
温
厚
な
人
柄
が
窺
え
る

も
の
で
あ
り
、
多
く
の
文
人
が
茶
山
を
敬
愛
し
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
茶
山
の
存
在
が
こ
の
福
山
地
方
の
文
化
を
高
め
、
そ
の
名
を
全
国
に
広
め
た
。

茶
山
の
死
後
百
八
十
年
の
時
が
過
ぎ
て
も
、
な
お
茶
山
を
誇
り
、
茶
山
を
偲
び
、

茶
山
の
偉
業
を
次
世
代
に
受
け
継
ご
う
と
す
る
流
れ
が
絶
え
な
い
。
以
下
に
、

そ
の
例
を
紹
介
す
る
。

３
．
１
．
１
　『
茶
山
ポ
エ
ム
』

　
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
菅
茶
山
遺
芳
顕
彰
会
（
現
：
菅
茶
山
顕
彰

会
）
が
結
成
さ
れ
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
か
ら
菅
茶
山
の
遺
徳
を
顕
彰
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す
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、
茶
山
詩
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
詩
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
絵
画
化
さ
せ
る
『
茶
山
ポ
エ
ム
絵

画
展
』
と
い
う
企
画
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

で
十
七
回
目
の
開
催
と
な
り
、
地
域
の
幼
・
小
・
中
・
高
の
十
九
校
園
か
ら
出

品
さ
れ
、
応
募
作
品
数
は
三
三
九
三
点
で
あ
っ
た
。

　『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』（
二
〇
〇
二
年
七
月
号
）
に
、
当
時
安
田
女
子
大
学

の
大
西
道
雄
教
授
が
地
域
の
話
題
と
し
て
紹
介
し
、
こ
の
活
動
を
「
地
域
ぐ
る

み
の
広
義
の
古
典
鑑
賞
教
育
の
実
践
」
と
い
う
見
方
を
さ
れ
て
い
る
。

　『
茶
山
ポ
エ
ム
』
は
茶
山
詩
を
口
語
詩
の
形
式
で
や
さ
し
く
訳
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
作
品
世
界
を
十
分
に
反
映
し
た
「
詩
（
ポ
エ
ム
）」
で
あ
る
。

訳
者
は
地
域
の
人
々
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
茶
山
と
茶
山
詩
の
研
究
を
独
自
に

進
め
て
来
ら
れ
た
方
で
あ
る
。

３
．
１
．
２
　「
茶
山
ウ
ィ
ー
ク
」

　
毎
年
十
月
末
か
ら
十
一
月
初
め
に
か
け
て
「
茶
山
ウ
ィ
ー
ク
」
と
称
さ
れ
る

企
画
が
あ
り
、
先
の
ポ
エ
ム
絵
画
展
や
公
募
俳
句
展
、
菅
茶
山
研
究
家
や
郷
土

史
研
究
家
に
よ
る
講
演
会
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
る
。

　
公
募
俳
句
に
は
ポ
エ
ム
絵
画
展
同
様
、
地
域
の
小
・
中
学
校
が
学
校
ぐ
る
み

で
参
加
し
て
い
る
。
題
材
は
菅
茶
山
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
子
ど
も

た
ち
の
俳
句
に
は
廉
塾
や
黄
葉
山
、
丁
谷
の
梅
林
、
夕
日
に
映
え
る
神
辺
の
町

を
詠
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
。

３
．
１
．
３
　『
茶
山
詩
話
』

　『
茶
山
詩
五
百
首
』
の
著
者
で
あ
る
北
川
勇
氏
の
講
演
録
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
第
一
集
か
ら
第
七
集
ま
で
あ
る
。
菅
茶
山
遺
芳
顕
彰
会
が
主

催
し
た
学
習
会
で
行
わ
れ
た
講
演
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
分
か
り
や
す
い

講
話
の
内
容
は
茶
山
詩
研
究
の
入
門
と
し
て
最
適
で
あ
る
。

　
第
五
集
「
茶
山
と
山
陽
」
に
北
川
氏
の
次
の
言
葉
が
あ
る
。

「
詩
文
の
真
意
を
探
る
は
四
通
り
の
手
続
き
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
一
、

眼
で
読
む
こ
と
（
黙
読
）。
二
、
口
で
読
む
こ
と
（
朗
読
）
こ
れ
は
耳
で
読

む
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
三
、
手
で
読
む
こ
と
。
手
で
読
む
と
い
う
の
は
、

そ
の
通
り
を
書
き
写
す
こ
と
。
四
、
足
で
読
ん
で
仕
上
げ
る
の
で
す
。
足

で
読
む
と
い
う
の
は
、
現
地
を
慕
っ
て
自
分
の
足
で
訪
ね
て
み
る
と
い
う

こ
と
。」

　「
足
で
読
む
」
に
つ
い
て
は
、
第
六
集
「
茶
山
と
中
条
」
で
も
触
れ
て
お
り
、

詩
の
生
ま
れ
た
場
所
に
足
を
踏
み
込
ん
で
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
想
像
力
を
働
か
せ
て
時
間
と
空
間
の
隔
た
り
を
無
く
し
、
詩
が
生

ま
れ
た
そ
の
時
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
の
重
要
性
が
、「
足
で
読
む
」
と
象
徴
的

に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
北
川
氏
の
言
葉
は
、
古
典
文
学
を
鑑
賞

す
る
上
で
大
い
に
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
郷
土
文
学
作
品
を
学
校
現

場
で
扱
う
際
の
重
要
な
指
針
と
な
り
得
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
郷
土
作
品
と
し
て
菅
茶
山
の
作
品
を
教
材
化
す
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
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３
．
２
　
総
合
単
元
「
郷
土
の
文
学
　
菅
茶
山
の
詩
の
世
界
」

３
．
２
．
１
　
単
元
設
定
の
理
由

　
菅
茶
山
が
著
わ
し
た
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
の
多
く
の
漢
詩
に
は
、
郷
土
の

暮
ら
し
や
身
近
な
自
然
の
景
物
に
対
す
る
慈
愛
に
溢
れ
た
思
い
が
比
較
的
易
し

い
漢
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
筆
の
す
さ
び
』
に
は
茶
山
が
見
聞
き
し

て
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
随
筆
集
で
あ
る
。
そ
の
内
容

に
は
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
も
の
も
見
ら
れ
、
改
め
て
茶
山
の
見
識
の
広
さ
、

深
さ
に
気
づ
か
さ
れ
、
非
常
に
興
味
深
く
読
め
る
。

　
そ
の
よ
う
な
菅
茶
山
の
作
品
を
読
む
こ
と
は
、
郷
土
で
育
ま
れ
た
伝
統
や
文

化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
の
に
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
茶
山

の
郷
土
愛
は
現
代
に
生
き
る
我
々
に
も
共
感
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
作
品
を
通

し
て
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
に
根
ざ
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
意
味
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
茶
山
の
偉
業
を
受
け
継
ぎ
次
世
代
に
受
け
継
ご
う

と
活
躍
し
て
い
る
地
域
の
人
々
の
活
動
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
ら
も
地
域
の
文

化
を
継
承
し
創
造
す
る
人
材
と
な
り
得
る
と
い
う
自
覚
を
持
た
せ
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
菅
茶
山
顕
彰
会
の
『
茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
展
』
等
の
活
動
に
よ
り
、
文

学
の
享
受
の
多
様
性
に
も
気
づ
か
せ
、
自
ら
が
読
み
取
っ
た
詩
の
世
界
を
自
ら

の
言
葉
で
表
現
す
る
可
能
性
を
探
る
こ
と
も
で
き
る
。
茶
山
詩
に
向
き
合
い
、

一
つ
一
つ
の
言
葉
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
得
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
さ
し
く
そ

れ
は
古
典
と
「
対
話
」
す
る
行
為
と
な
り
、
古
典
の
世
界
を
理
解
し
、
古
典
を

深
く
読
み
味
わ
う
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
菅
茶
山
の
著
作
及
び
関
連
資
料
な
ど
を
用
い
て
、
総
合

単
元
の
学
習
が
展
開
で
き
る
と
考
え
、
そ
の
試
案
を
設
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

３
．
２
．
２
　
単
元
の
目
標

①
　
菅
茶
山
が
江
戸
時
代
後
期
に
お
い
て
、
当
代
随
一
の
漢
詩
人
と
評
さ
れ
た

そ
の
詩
風
に
触
れ
て
、
茶
山
と
茶
山
の
詩
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
。（
新
学

習
指
導
要
領
　
古
典
Ａ
　
２
　
内
容
ウ
　
に
対
応
）

②
　
菅
茶
山
の
詩
に
表
現
さ
れ
て
い
る
郷
土
や
身
近
な
自
然
の
景
物
を
愛
す
る

思
い
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
郷
土
に
根
付
い
た
文
化
に
関
心
を
持
ち
、
郷
土

を
愛
し
、
郷
土
で
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
。（
新
学
習
指
導
要
領
　
古

典
Ａ
　
２
　
内
容
ア
　
に
対
応
）

③
　
現
代
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
茶
山
詩
の
受
容
の
あ
り
方
に
気
づ
き
、
自
ら

が
受
容
し
た
詩
の
世
界
観
を
自
ら
の
言
葉
で
表
現
す
る
可
能
性
を
探
る
。（
新

学
習
指
導
要
領
　
古
典
Ａ
　
２
　
内
容
イ
　
に
対
応
）

④
　
地
域
社
会
が
菅
茶
山
を
愛
し
、
茶
山
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
試
み
を
数
多
く

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
ら
も
地
域
の
文
化
を
継
承
し
創
造
す
る
人

材
と
な
り
得
る
と
い
う
自
覚
を
持
た
せ
る
。（
新
学
習
指
導
要
領
　
古
典
Ａ
　

２
　
内
容
エ
　
に
対
応
）

３
．
２
．
３
　
主
要
教
材

　
・
菅
茶
山
　『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』

　
・
菅
茶
山
　『
筆
の
す
さ
び
』

　
・
菅
茶
山
顕
彰
会
　
現
代
語
訳
『
筆
の
す
さ
び
』

　
・
菅
茶
山
顕
彰
会
　
現
代
語
訳
『
備
後
国
福
山
領
風
俗
問
状
答
』

　
・
中
山
善
照
ほ
か
　『
茶
山
ポ
エ
ム
』

　
・
北
川
勇
（
講
演
録
）『
茶
山
詩
話
』
第
一
集
～
第
七
集
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３
．
２
．
４
　
学
習
指
導
計
画

３
．
３
　
検
証
授
業
（
面
接
指
導
）
案

　
勤
務
校
の
広
島
県
立
東
高
等
学
校
は
通
信
制
課
程
で
あ
る
た
め
、
生
徒
た
ち

は
年
齢
、
学
力
、
生
活
体
験
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
多
様
で
あ
る
。
生
徒

は
自
分
の
生
活
事
情
に
応
じ
て
随
時
出
席
す
れ
ば
良
い
。
し
た
が
っ
て
、
生
徒

集
団
は
毎
時
間
変
わ
り
、
継
続
的
な
指
導
は
不
可
能
な
の
で
、
一
単
元
を
一
時

間
（
五
〇
分
）
で
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
面
接
指
導
の
展
開
に
な
る
。
今
回
は
、

「
古
典
Ａ
」
の
先
行
学
習
と
し
て
、
学
習
計
画
の
第
一
次
の
み
を
検
証
し
た
。

─　　─１２１

第
一
次
「
菅
茶
山
と
そ
の
詩
の
世
界
～
『
茶
山
ポ
エ
ム
』
か
ら
見
え
て
く
る
も

の
～
」

・
茶
山
詩
を
読
み
、『
茶
山
ポ
エ
ム
』
や
『
茶
山
詩
話
』
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

茶
山
の
郷
土
や
自
然
の
景
物
に
対
す
る
思
い
を
読
み
味
わ
う
。（
関
心
・
意

欲
・
態
度
）

・
茶
山
詩
を
読
ん
で
、
ポ
エ
ム
風
口
語
訳
や
四
コ
マ
漫
画
ス
ト
ー
リ
ー
を
作

る
。（
読
む
こ
と
・
書
く
こ
と
）

第
二
次
「
茶
山
の
愛
し
た
風
景
～
田
園
・
子
ど
も
の
い
る
風
景
～
」

・『
茶
山
詩
話
』
第
三
集
「
田
園
閑
適
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
茶
山
詩
を
中
心

に
、
農
村
で
暮
ら
す
人
々
や
、
廉
塾
に
通
う
幼
い
弟
子
た
ち
に
寄
せ
る
茶

山
の
思
い
を
読
み
取
る
。（
読
む
こ
と
）

第
三
次
「
茶
山
の
好
き
な
も
の
～
梅
・
蝶
・
蛍
～
」

・『
茶
山
詩
話
』
第
四
集
「
梅
・
蝶
・
蛍
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
茶
山
詩
を
中

心
に
、
こ
れ
ら
の
素
材
を
多
様
な
角
度
か
ら
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か

せ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
茶
山
の
思
い
を
読
み

取
る
。（
読
む
こ
と
）

第
四
次
「
茶
山
の
大
切
な
人
～
弟
子
・
友
人
・
妻
～
」

・『
茶
山
詩
話
』
第
二
集
「
交
友
」、
第
五
集
「
茶
山
と
山
陽
」、
第
六
集
「
茶

山
と
中
条
」、
第
七
集
「
茶
山
晩
照
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
詩
を
中
心
に
、

茶
山
と
深
い
親
交
の
あ
っ
た
人
々
に
寄
せ
る
茶
山
の
思
い
を
読
み
取
る
。

（
読
む
こ
と
）

第
五
次
「
茶
山
の
好
奇
心
～
『
筆
の
す
さ
び
』
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
～
」

・『
筆
の
す
さ
び
』
の
本
文
及
び
現
代
語
訳
を
用
い
て
、
交
友
関
係
の
広
か
っ

た
茶
山
が
各
方
面
か
ら
聞
き
及
ん
だ
話
の
多
様
さ
か
ら
、
茶
山
の
深
く
広

い
見
識
や
旺
盛
な
好
奇
心
を
感
じ
取
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

第
六
次
「
茶
山
の
生
き
た
時
代
～
江
戸
時
代
後
期
の
福
山
～
」

・
現
代
語
訳
『
福
山
領
風
俗
問
状
答
』
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、
茶
山
の
生
き

て
い
た
時
代
の
郷
土
の
様
子
を
調
べ
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

第
七
次
「
現
代
に
生
き
る
茶
山
～
茶
山
を
愛
す
る
地
域
の
人
の
話
を
聞
く
～
」

・
菅
茶
山
顕
彰
会
な
ど
、
地
域
で
茶
山
の
偉
業
を
伝
え
よ
う
と
活
動
し
て
い
る

人
々
の
話
を
聞
き
、
地
域
の
文
化
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
。（
聞
く
こ

と
）

第
八
次
「
私
の
『
茶
山
ポ
エ
ム
』」

・
自
ら
が
表
現
者
と
な
り
得
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
独
自
の
『
茶
山
ポ
エ
ム
』

や
茶
山
の
歌
物
語
の
ほ
か
、
郷
土
を
題
材
に
し
た
文
芸
作
品
の
創
作
を
試

み
る
。（
書
く
こ
と
）

　
学
　
習
　
活
　
動

《
導
入
》

菅
茶
山
に
つ
い
て
、
概
要
を
知
る
。

《
展
開
》

・
茶
山
詩
を
分
か
り
や
す
い
口
語
詩

評
　
価
　
基
　
準

・
現
代
語
訳
や
『
茶
山
ポ
エ
ム
』『
茶



４
　
検
証
授
業
（
面
接
指
導
）
の
分
析
・
考
察

４
．
１
　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
教
材
の
活
用

　
単
元
『
菅
茶
山
の
詩
の
世
界
』
を
設
定
す
る
以
上
、
多
く
の
茶
山
詩
と
『
茶

山
ポ
エ
ム
』
を
提
示
し
た
い
と
思
い
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
講
義
形
式

の
面
接
指
導
を
行
っ
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド
は
全
三
十
二
枚
、
茶

山
詩
と
『
茶
山
ポ
エ
ム
』
の
ほ
か
、
詩
に
詠
ま
れ
た
風
景
の
写
真
、
ポ
エ
ム
絵

画
展
の
作
品
な
ど
を
取
り
込
ん
で
構
成
し
た
。

４
．
２
　『
茶
山
ポ
エ
ム
』
へ
の
反
応

　
生
徒
の
感
想
の
中
に
、『
茶
山
ポ
エ
ム
』
へ
の
興
味
・
関
心
を
示
し
た
も
の
が

予
想
以
上
に
多
か
っ
た
。「
漢
詩
の
ま
ま
で
は
難
し
く
て
分
か
ら
な
か
っ
た
も
の

を
、
ポ
エ
ム
に
変
え
て
訳
す
と
わ
か
り
や
す
く
興
味
が
わ
い
て
き
た
」「
ポ
エ

ム
の
よ
う
な
普
段
使
う
言
葉
に
な
お
す
と
す
ご
く
身
近
に
感
じ
た
」
と
い
う
『
茶

山
ポ
エ
ム
』
へ
の
興
味
や
親
し
み
を
表
す
も
の
、
さ
ら
に
は
、「
菅
茶
山
の
詩
が

す
ご
く
想
像
し
や
す
い
の
で
興
味
を
持
っ
た
」「
茶
山
の
詩
に
は
動
物
や
虫
な
ど

の
生
き
物
が
多
く
出
て
く
る
」
と
い
う
茶
山
詩
の
鑑
賞
と
言
え
る
も
の
が
見
ら

れ
た
。

４
．
３
　『
茶
山
ポ
エ
ム
』
創
作
へ
の
反
応

　
検
証
授
業
で
は
茶
山
詩
の
鑑
賞
だ
け
で
は
な
く
、『
茶
山
ポ
エ
ム
』
の
創
作
を

通
し
て
自
ら
も
表
現
者
と
な
り
得
る
文
学
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
一
つ
の
目
的

で
あ
っ
た
。
面
接
指
導
時
間
内
に
作
品
を
完
成
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
報
告
課

─　　─１２２

に
直
し
た
『
茶
山
ポ
エ
ム
』
や
茶

山
詩
に
つ
い
て
の
講
演
録
『
茶
山

詩
話
』
を
用
い
て
、
茶
山
が
表
現

し
た
詩
の
世
界
を
読
み
取
る
。

・『
茶
山
ポ
エ
ム
』
の
よ
う
な
口
語
訳

詩
、
ま
た
は
茶
山
詩
の
四
コ
マ
漫

ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
る
。

《
ま
と
め
》

・
で
き
た
作
品
を
発
表
す
る
。

・
本
時
の
感
想
を
書
く
。

山
詩
話
』
を
手
が
か
り
に
し
て
、

茶
山
詩
に
表
現
さ
れ
て
い
る
世
界

を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
原
詩
や
現
代
語
訳
の
表
現
に
即
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

・
読
み
取
っ
た
詩
の
世
界
を
自
分
の

言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　《
使
用
し
た
ス
ラ
イ
ド
》



題
と
い
う
形
で
提
出
さ
せ
た
。

　「
自
分
の
言
葉
で
想
像
力
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
文
章
を
考
え
る
の
は
興
味
深
か
っ

た
が
、
作
者
の
気
持
ち
を
想
像
す
る
こ
と
と
、
そ
の
時
の
情
景
を
想
像
す
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
」「
自
分
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
の
は
難
し
い
」
と
い
う
生
徒

た
ち
の
感
想
・
意
見
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
い
う
生
徒
ほ
ど
苦
心
し
て
作
っ
た

『
茶
山
ポ
エ
ム
』
を
提
示
し
て
く
れ
た
。
以
下
に
茶
山
詩
と
と
も
に
、
い
く
つ
か

の
生
徒
作
品
を
挙
げ
る
。

『
蝶
』
七
首
の
一

盆
種
一
株
梅
　
　
雪
中
花
始
開

候
晴
移
近
日
　
　
己
有
蝶
尋
来

【
生
徒
作
品
Ａ
】

大
切
な
大
切
な
一
つ
の
梅
の
花
を
盆
栽
に
し
て

育
て
て
い
た

ま
だ
寒
く
雪
が
残
っ
て
い
る
の
に

初
め
て
花
が
目
覚
め
た

外
に
出
し
て
日
の
光
を
浴
び
さ
せ
て
い
た
ら

蝶
が
元
気
そ
う
に
や
っ
て
来
た

春
よ
こ
ん
に
ち
は

　
こ
の
作
品
を
作
っ
た
生
徒
は
、
最
後
の
「
春
よ
こ
ん
に
ち
は
」
の
句
を
付
し

て
、「
春
が
来
た
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
表
し
た
」
こ
と
を
工
夫
し
た
点

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
生
徒
は
「
同
じ
話
で
も
、
四
コ
マ
風
に
す

る
こ
と
で
と
て
も
印
象
が
変
わ
る
」
と
い
う
意
見
も
述
べ
て
お
り
、
創
作
体
験

を
通
し
て
、
文
学
受
容
の
多
様
性
に
も
気
付
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
夏
日
雑
詩
（
四
）』

村
童
日
日
挟
書
来
　
　
講
席
偏
愁
暑
若
煨

帰
路
逢
牛
臥
涼
処
　
　
直
将
牧
竪
畳
騎
回

【
生
徒
作
品
Ｂ
】

今
日
は
暑
く
て
塾
で
勉
強
中
な
の
に
集
中
で
き
な
い

終
わ
っ
た
と
た
ん
に
解
放
感
に
満
ち
溢
れ
て

外
に
飛
び
出
し
た

帰
る
途
中
で
牛
飼
い
の
友
だ
ち
に
出
会
っ
て

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
錘

牛
さ
ん
家
ま
で
お
願
い
し
ま
す

　
こ
の
作
品
は
二
人
の
生
徒
が
共
同
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
生
徒
た
ち
は
、

塾
の
子
ど
も
が
偶
然
牛
飼
い
の
友
だ
ち
に
出
逢
っ
た
時
の
喜
ぶ
様
子
を
表
現
す

る
の
に
、
い
か
に
も
現
代
風
の
「
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
概
」
と
い
う
句
を
入
れ
て
い

る
。『
夏
日
雑
詩
（
四
）』
は
茶
山
の
視
点
か
ら
見
た
村
童
た
ち
の
姿
を
描
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
生
徒
た
ち
は
村
童
の
心
情
を
想
像
し
、
自
ら
の
体
験
に
引

き
つ
け
て
考
え
た
結
果
、
新
た
な
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
。

『
所
見
』

登
山
待
月
生
　
　
夕
陽
紅
未
衰

上
上
身
漸
高
　
　
月
在
帰
禽
背

【
生
徒
作
品
Ｃ
】

─　　─１２３



山
に
登
っ
て
い
る
　
月
を
迎
え
入
れ
よ
う
と

張
り
切
っ
て
早
く
出
発
し
た
の
で
　
夕
日
が

ま
だ
ま
だ
ま
ぶ
し
く
私
を
励
ま
し
て
く
れ
て
い
る

一
生
懸
命
登
っ
た
　
夕
日
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら

ま
た
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
る
の
を
夢
見
な
が
ら

よ
う
や
く
高
所
に
や
っ
て
き
た

登
る
の
に
必
死
で
気
付
か
な
か
っ
た
　
ね
ぐ
ら
に

帰
る
鳥
の
背
の
上
に
も
う
お
月
様
は
光
っ
て
お
り

私
を
照
ら
し
て
く
れ
て
い
た
の
を

鳥
の
背
に
見
る
月
も
す
ば
ら
し
い

　
こ
の
作
品
に
は
、
倒
置
表
現
が
三
ヵ
所
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
独
特

の
幻
想
的
な
世
界
を
表
現
し
て
い
る
。
生
徒
は
「
夕
日
や
月
の
ま
ぶ
し
い
く
ら

い
の
光
に
は
心
を
熱
く
さ
せ
る
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
た
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
る
。
想
像
力
豊
か
に
原
詩
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
十
分
に
伝
わ
っ
て

く
る
『
ポ
エ
ム
』
で
あ
る
。

『
竹
田
夜
帰
』

漁
伴
携
帰
咲
語
喧
　
　
水
禽
驚
起
出
林
翻

竹
田
村
畔
渓
橋
路
　
　
蛍
火
群
飛
夜
不
昏

【
生
徒
作
品
Ｄ
】

気
の
合
う
ツ
レ
と
魚
釣
り
に
出
か
け
た
ら

帰
り
の
道
は
ド
ン
チ
ャ
ン
さ
わ
ぎ

ヌ
ー
ト
リ
ア
も
お
ど
ろ
い
て
　
巣
か
ら
と
び
だ
し
た

竹
田
の
村
の
谷
川
ぞ
い

橋
が
多
く
か
か
っ
て
る
帰
り
道

蛍
の
群
れ
が
飛
ん
で
い
て
　
夜
道
も
街
灯
な
し
で

歩
け
た
よ

　
こ
の
作
品
を
作
っ
た
生
徒
は
、
中
学
生
時
に
神
辺
で
暮
ら
し
て
い
た
。
同
じ

神
辺
町
内
で
も
、
自
分
が
よ
く
知
る
高
屋
川
周
辺
の
情
景
を
取
り
入
れ
よ
う
と

工
夫
し
、「
水
禽
」
を
「
ヌ
ー
ト
リ
ア
」
に
変
え
て
い
る
。
ま
た
、「
夜
不
昏
」

も
「
街
灯
な
し
で
」
と
現
代
風
に
変
え
て
い
る
。

　
こ
の
生
徒
は
授
業
後
に
も
、「
こ
の
詩
が
よ
く
分
か
っ
た
」
と
話
し
に
来
て
く

れ
た
。
か
つ
て
の
自
分
や
友
人
た
ち
の
姿
が
自
然
と
思
い
浮
か
ん
で
く
る
原
詩

の
表
現
に
共
感
を
覚
え
た
ゆ
え
に
、
理
解
も
深
ま
り
、
自
分
な
り
に
工
夫
し
た

表
現
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
意
欲
も
湧
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

５
　
成
果
と
課
題

　
ま
ず
、
本
研
究
及
び
検
証
授
業
の
成
果
を
以
下
に
挙
げ
る
。

　
第
一
に
、
茶
山
詩
と
『
茶
山
ポ
エ
ム
』
を
教
材
と
し
た
こ
と
で
、
直
接
的
に

古
典
の
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、「
古
典
に
親
し
む
」
こ
と
が
達

成
で
き
た
。『
茶
山
ポ
エ
ム
』
は
、
地
域
在
住
の
人
々
が
茶
山
詩
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
り
上
げ
た
茶
山
詩
の
翻
案
と
も
言
え
る
す
ば

ら
し
い
作
品
群
で
あ
る
。
こ
の
『
茶
山
ポ
エ
ム
』
を
通
し
て
、
茶
山
詩
の
世
界

に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
生
徒
た
ち
は
、
分
か
り
や
す
い
表
現
に
親
し
み
を

感
じ
、
菅
茶
山
へ
の
関
心
、
郷
土
の
文
学
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
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な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
郷
土
の
伝
統
的
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
資
質
を

育
成
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

　
第
二
に
、
視
聴
覚
教
材
と
し
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
性
が
確
認
で
き
た
。

検
証
授
業
で
は
通
常
よ
り
も
数
多
く
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
の
だ
が
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
内
容
理
解
が
進
ん
だ
。

原
詩
や
書
き
下
し
文
と
と
も
に
、
生
徒
た
ち
に
な
じ
み
の
あ
る
風
景
や
、『
茶
山

ポ
エ
ム
』
や
絵
画
展
の
作
品
が
視
覚
的
に
印
象
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
茶

山
詩
の
世
界
を
想
像
し
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
、
比
較
的
容
易
に
で
き
て
い
た
。

　
第
三
に
、
生
徒
が
『
茶
山
ポ
エ
ム
』
の
創
作
を
通
し
て
、
既
有
の
知
識
や
体

験
と
関
係
付
け
な
が
ら
、
茶
山
詩
の
世
界
を
再
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
は
、
郷
土
の
『
茶
山
ポ
エ
ム
』
作
家
が
作
詩
を
す
る
際
の
追
体
験
と
も
呼
べ

る
も
の
で
、
郷
土
文
化
を
継
承
す
る
資
質
が
生
徒
作
品
か
ら
も
窺
え
る
。
生
徒

の
感
想
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
本
来
表
現
す
る
こ
と
は
相
当
難
し
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
生
徒
は
意
欲
を
持
っ
て
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
郷
土
の

文
化
に
興
味
を
持
ち
、
あ
ら
た
め
て
郷
土
の
こ
と
を
知
ろ
う
、
見
直
そ
う
と
い

う
思
い
が
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
課
題
を
以
下
に
述
べ
る
。

　
第
一
に
、
検
証
授
業
に
お
い
て
一
定
の
成
果
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
菅
茶
山

の
理
解
や
茶
山
詩
の
読
み
込
み
な
ど
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、『
茶
山
ポ
エ

ム
』
の
創
作
も
も
う
少
し
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
試
案
に
止
ま
っ
て
い
る
総
合
単
元
学
習
と
し
て
の
検
証
を
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。

今
回
の
検
証
授
業
の
よ
う
に
、
一
部
を
特
化
し
た
展
開
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
茶

山
詩
を
さ
ら
に
読
み
込
ん
だ
上
で
の
、
表
現
活
動
の
充
実
を
図
り
、
学
習
を
深

化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

　
第
二
に
、
研
究
の
過
程
で
「
郷
土
資
料
お
よ
び
郷
土
文
学
作
品
に
関
す
る
文

献
目
録
」
を
作
成
し
た
が
、
調
査
・
研
究
が
行
き
届
か
な
い
文
献
が
残
っ
た
。

今
後
も
調
査
・
研
究
を
継
続
し
、
目
録
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
授
業
実
践
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
読
書
指
導
に
活
用
す

る
方
策
も
考
え
て
い
き
た
い
。

６
　
お
わ
り
に

　
生
徒
に
古
典
を
生
き
た
も
の
と
し
て
伝
え
る
た
め
に
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に

生
徒
に
提
示
す
る
の
か
を
常
に
模
索
し
て
き
た
延
長
上
に
本
研
究
も
位
置
づ
く
。

　
本
研
究
は
郷
土
古
典
作
品
の
教
材
化
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、「
古
典
Ａ
」

の
先
行
学
習
と
い
う
実
践
を
試
み
た
た
め
、
菅
茶
山
の
漢
詩
に
親
し
み
、
関
心

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
な
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。
漢
文
を
読
む
際
に
大
き
な
言
語

抵
抗
を
感
じ
て
い
る
生
徒
に
、『
茶
山
ポ
エ
ム
』
と
い
う
素
晴
ら
し
い
翻
案
作
品

を
示
す
こ
と
は
、
先
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る
の
に
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、『
茶
山
ポ
エ
ム
』
の
創
作
で
は
、
自
ら
の
生
活
体
験
と
重
ね
あ
わ
せ

な
が
ら
、
想
像
力
を
豊
か
に
し
て
取
り
組
み
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
生
み
出
し

た
。
こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
自
分
た
ち
な
り
に
伝
統
や
文
化
、

歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
研
究
に
お

い
て
、
新
学
習
指
導
要
領
の
国
語
科
の
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
思
考
力
や

想
像
力
を
伸
ば
し
、
心
情
を
豊
か
に
」
す
る
こ
と
、「
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心

を
深
め
」
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
今
回
の
研
究
は
、
第
　
回
全
国
高
等
学
校
通
信
制
教
育
研
究
大
会

６０

で
、
香
川
県
立
丸
亀
高
等
学
校
の
佐
藤
八
重
子
先
生
が
発
表
さ
れ
た
実
践
に
大
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き
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
わ
す

こ
と
と
す
る
。

【
主
要
参
考
・
引
用
文
献
】

（
書
籍
）

・『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
菅
茶
山
　
文
化
九
年
　
皇
都
書
林
汲
古
堂

・『
福
山
市
史
』
福
山
市
史
編
纂
会
　
Ｓ
　
　
国
書
刊
行
会

３８

・『
備
後
叢
書
』
得
能
正
通
　
備
後
郷
土
史
会
　
Ｓ
　
　
歴
史
図
書
社

４５

・『
菅
茶
山
と
頼
山
陽
』
富
士
川
英
郎
　
Ｓ
　
　
平
凡
社

４６

・『
日
本
随
筆
大
成
　
第
一
期
第
１
巻
　
筆
の
す
さ
び
　
羇
旅
漫
録
』　
日
本
随

筆
大
成
編
輯
部
　
Ｓ
　
　
吉
川
弘
文
館

５０

・『
茶
山
詩
五
百
首
』
─
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
抄
解
─
　
島
谷
真
三
　
北
川
勇
　
Ｓ

　
　
児
島
書
店

５０
・『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』（
全
）
菅
茶
山
　
葦
陽
文
化
研
究
会
　
Ｓ
　
　
児
島
書

５６

店
・『
福
山
藩
の
文
人
誌
』
濱
本
鶴
賓
　
Ｓ
　
　
葦
陽
文
化
研
究
会
　
児
島
書
店

６３

・『
菅
茶
山
』
上
・
下
　
富
士
川
英
郎
　
Ｈ
２
　
福
武
書
店

・『
菅
茶
山
　
六
如
』
江
戸
詩
人
撰
集
第
４
巻
　
黒
川
洋
一
　
Ｈ
２
　
岩
波
書
店

・『
ま
ん
が
物
語
　
神
辺
の
歴
史
』
中
山
善
照
　
Ｈ
４
　
神
辺
を
元
気
に
す
る
会

（
代
表
　
三
宅
真
一
郎
）

・『
茶
山
詩
話
』
第
一
集
～
第
七
集
　
茶
山
詩
話
編
集
委
員
会
　
Ｈ
４
～
Ｈ
　
　
１０

菅
茶
山
遺
芳
顕
彰
会

・『
備
後
ゆ
か
り
の
歴
史
人
物
伝
』
田
口
義
之
　
Ｈ
７
　
福
山
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社

・『
新
日
本
古
典
文
学
体
系
　
　
菅
茶
山
　
頼
山
陽
　
詩
集
』　
水
田
紀
久
ほ
か 

６６

Ｈ
８
　
岩
波
書
店

・『
新
日
本
古
典
文
学
体
系
　
　
仁
斎
日
礼
　
た
は
れ
草
　
不
盡
言
　
無
可
有

９９

郷
』
植
谷
元
ほ
か
　
Ｈ
　
　
岩
波
書
店

１２

・『
現
代
文
　
筆
の
す
さ
び
』　『
筆
の
す
さ
び
』
現
代
語
訳
委
員
会
　
Ｈ
　
　
菅

１５

茶
山
遺
芳
顕
彰
会

・『
現
代
文
　
備
後
国
福
山
領
風
俗
問
状
答
』　『
備
後
国
福
山
領
風
俗
問
状
答
』

現
代
語
訳
注
委
員
会
　
Ｈ
　
　
菅
茶
山
顕
彰
会

１７

・『
広
島
・
福
山
と
山
陽
道
』
頼
棋
一
　
Ｈ
　
　
吉
川
弘
文
館

１８

・『
天
明
の
篝
火
　
備
後
天
明
の
一
揆
物
語
』
藤
井
登
美
子
　
Ｈ
　
　
株
式
会
社

１９

ア
ス
コ
ン

・『
知
っ
と
る
？
　
ふ
く
や
ま
』
検
定
試
験
公
式
テ
キ
ス
ト
　
松
本
卓
臣
　
平
井

隆
夫
　
Ｈ
　
　
中
国
新
聞
社

１９

・『
広
島
県
の
歴
史
散
歩
』
広
島
県
の
歴
史
散
歩
編
集
委
員
会
　
Ｈ
　
　
山
川
出

２１

版
社

・『
菅
茶
山
の
世
界
　
黄
葉
夕
陽
文
庫
か
ら
』
菅
茶
山
関
係
書
籍
発
刊
委
員
会
　

Ｈ
　
　
文
芸
社

２１

（
冊
子
）

・「
江
戸
時
代
後
期
の
福
山
藩
の
学
問
と
文
芸
」
鐘
尾
光
世
　
Ｈ
６
（
福
山
城
博

物
館
『
近
世
後
期
の
福
山
藩
の
学
問
と
文
芸
』
所
収
）

・『
菅
茶
山
顕
彰
の
あ
ゆ
み
　
菅
茶
山
生
誕
　
年
記
念
誌
』　
Ｈ
　
　
菅
茶
山
顕

２６０

２０

彰
会

・
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
　
Ｈ
　
　
文
部
科
学
省

２１

・
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
　
Ｈ
　
　
文
部
科
学
省

２１
（
広
島
県
立
東
高
等
学
校
）
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